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定例会

第３回定例会の議案は

専決処分の承認……………………………………1件
条例改正… …………………………………………3件
公有水面埋立てに係る意見の陳述………………1件
資本金の額の減少…………………………………1件
補正予算… …………………………………………7件
決算認定… ……………………………………… 11件
継続費精算報告……………………………………1件
健全化判断比率等の報告…………………………2件
出資法人等の経営状況報告………………………8件
陳情… ………………………………………………1件
意見書… ……………………………………………1件

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
、
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
予
市
の
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
　
　
期
　
９
月
１
日
〜
10
月
３
日

会
議
期
間
　
33
日
間

●
第
３
回
定
例
会

令
和
５
年

●
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

民
生
費
・
子
育
て
応
援
事
業
　

出
産
後
の
奨
学
金
返
還
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
若
者
夫
婦
の
負
担

軽
減
を
図
り
、
か
つ
、
多
子
世
帯
の
子
育
て
住
環
境
整
備
を
支
援

す
る
補
助
金

衛
生
費
・
母
子
保
健
事
業
　

子
ど
も
を
産
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
、
通
院
に

要
す
る
交
通
費
等
の
た
め
の
補
助
金

人
口
減
少
を
ゆ
る
や
か
に
す
る
た
め
の
、

子
育
て
世
代
を
応
援
す
る
事
業
を
補
正

予
算
で
可
決
し
ま
し
た

Pick up
1

〈
議
案
第
65
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
６
号
）〉

令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

を
認
定
し
ま
し
た

Pick up
２　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
主
要
な
施
策
に
お
け
る
事
務
事
業
の
成
果
か
ら
、

各
分
科
会
よ
り
通
告
の
あ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
11
件
の
議

案
を
認
定
し
た
。

　
10
月
３
日
、
市
長
に
対
し
、
決
算
審
査
で
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、

令
和
６
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
て
政
策
提
言
を
行
っ
た
。
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決算

令和４年度一般会計歳入決算

地 方 交 付 税 129 億 7735 万円

国 庫 支 出 金 55 億 3905 万円

市 債 47 億　257 万円

市 税 32 億 4652 万円

繰 入 金 21 億 8918 万円

県 支 出 金 21 億 5885 万円

繰 越 金 18 億 5029 万円

地 方 消 費 税 交 付 金 8 億 6008 万円

諸 収 入 6 億 9085 万円

寄 附 金 3 億 8110 万円

地 方 譲 与 税 3 億 5138 万円

使 用 料 及 び 手 数 料 3 億 2048 万円

分 担 金 及 び 負 担 金 1 億 3473 万円

財 産 収 入 6334 万円

法 人 事 業 税 交 付 金 5341 万円

地 方 特 例 交 付 金 2312 万円

環 境 性 能 割 交 付 金 2199 万円

配 当 割 交 付 金 1680 万円

株式等譲渡所得割交付金 1384 万円

交通安全対策特別交付金 383 万円

利 子 割 交 付 金 280 万円

歳 入 合 計 356 億　156 万円

令和４年度一般会計歳出（目的別）決算

民 生 費 78 億 3048 万円

総 務 費 47 億 4182 万円

公 債 費 44 億 1867 万円

農 林 水 産 業 費 35 億 7838 万円

教 育 費 29 億 5054 万円

衛 生 費 26 億 4601 万円

土 木 費 24 億 4115 万円

消 防 費 16 億 6204 万円

諸 支 出 金 14 億 7139 万円

災 害 復 旧 費 11 億 6241 万円

商 工 費 7 億 8505 万円

議 会 費 1 億 7675 万円

労 働 費 1246 万円

予 備 費 0 円

歳 出 合 計 338 億 7715 万円

注）金額は、四捨五入のため、一部端数調整を行う場合があります。

歳入総額　　　356 億　156 万 1354 円

歳出総額　　　338 億 7714 万 7031 円

差 引 額　　　  17 億 2441 万 4323 円

一　般　会　計　決　算

（歳入）　123億 6862万円
（歳出）　120億 1169万円

特 別 会 計 決 算（合計）

（収益的収支）　58億 9179万円　　　61億 2324万円
（資本的収支）　……9 億 5816万円　　　14億 3909万円

公 営 企 業 会 計 決 算（合計）
（収入） （支出）
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質疑・請願・陳情

Q
　
犬
（
ね
こ
）
愛
護
事
業
30
万
円
に
つ
い
て
、
猫
の
不
妊
・
去
勢

手
術
補
助
の
一
部
を
地
域
猫
へ
の
餌
や
り
対
策
に
回
す
べ
き
で
は

A
　
県
か
ら
の
財
政
的
支
援
が
無
く
な
り
地
域
猫
活
動
の
効
果
的
な

推
進
を
目
指
す
た
め
に
、
ま
ず
は
猫
の
繁
殖
を
抑
制
す
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
、
猫
不
妊
・
去
勢
手
術
補
助
金
の
30
万
円
を
計
上

し
た
。
地
域
猫
に
対
す
る
無
責
任
な
餌
や
り
対
策
費
に
つ
い
て
は
、

必
要
が
あ
れ
ば
対
応
を
と
っ
て
い
く
。

Q
　
卯
之
町
は
ち
の
じ
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
施
設
整
備
は
す
べ
て
完

了
し
た
が
、
今
後
、
商
店
街
や
町
並
み
エ
リ
ア
も
含
め
た
活
性
化

を
図
る
た
め
の
取
組
、
進
め
方
は

A
　
特
定
事
業
者
に
お
い
て
、
ゆ
る
り
あ
ん
や
卯
之
町
駅
を
核
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
ま
た
一
般
社
団
法
人
ｎ
ｆ
ｃ
と
連
携
し
た

重
伝
建
地
区
商
店
街
に
あ
る
空
き
家
の
利
活
用
対
策
な
ど
を
行
い
、

引
き
続
き
地
域
活
性
化
に
向
け
て
事
業
を
進
め
る
。

●
こ
ん
な
質
疑
が
出
ま
し
た

保
育
士
配
置
基
準
の
改
善
及
び
保
育

士
の
賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
等
の
処

遇
改
善
を
求
め
る
陳
情

陳情
第２号※

内
容
等
は
、
Ｐ
７
の
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

賛
成
多
数

採

択

︻
訂
正
と
お
詫
び
︼

　
　
西
予
市
議
会
だ
よ
り
第
77
号
２
ペ
ー
ジ
　
特
集
ペ
ー
ジ
の
下
段

　
　
地
域
任
用
職
員
さ
ん
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　（
誤
）
松
本
真
美
さ
ん
　
↓
　（
正
）
松
本
真
実
さ
ん

　
　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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臨時会・委員会構成

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
議

決

結

果

議

決

日

和

気

　

数

男

宇
都
宮
久
見
子

信

宮

　

徹

也

宇
都
宮
　
俊
文

加

藤

　

美

香

中

村

　

一

雅

河

野

　

清

一

佐

藤

　

恒

夫

山

本

　

英

明

竹

﨑

　

幸

仁

小

玉

　

忠

重

源

　

正

樹

井

関

　

陽

一

中

村

　

敬

治

二

宮

　

一

朗

兵

頭

　

　

学

森

川

　

一

義

酒
井
　
宇
之
吉番　号 件　　　　　　名

陳情第２号
保育士配置基準の改善及び保育士の賃金水準引き上げ等の処遇改
善を求める陳情書

○ ○ ○ ○ ○ ×

議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ 採　択 9月19日

議案第 61 号
西予市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化
に関する法律に基づく固定資産税の特別措置に関する条例の一部
を改正する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 原案可決 9月19日

議案第 62 号 西予市給水条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 原案可決 9月19日

議案第 63 号 公有水面埋立てに係る意見の陳述について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 原案可決 9月19日

議案第 64 号 令和 4 年度西予市病院事業会計資本金の額の減少について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 原案可決 9月19日

議案第 65 号 令和 5 年度西予市一般会計補正予算 ( 第 6 号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 原案可決 9月19日

議案第 66 号 令和5年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計補正予算(第1号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 原案可決 9月19日

議案第 67 号 令和 5 年度西予市国民健康保険特別会計補正予算 ( 第 1 号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 原案可決 9月19日

議案第 68 号 令和 5 年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第 2 号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 原案可決 9月19日

議案第 69 号 令和 5 年度西予市介護保険特別会計補正予算 ( 第 1 号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 原案可決 9月19日

議案第 70 号 令和 5 年度西予市下水道事業会計補正予算 ( 第 1 号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 原案可決 9月19日

議案第 71 号 西予市生活交通バス条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 原案可決 9月19日

意見書第 2 号
保育士配置基準の改善及び保育士の賃金水準引き上げ等の処遇改善を
求める意見書 ( 案）の提出について

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決 10月3日

令和５年　第３回西予市議会定例会議決結果表　  （令和５年９月１日～10月３日）

議案番号 　件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

承認６号 専決処分第６号の承認を求めることについて 9月1日 原案承認

陳情第２号 保育士配置基準の改善及び保育士の賃金水準引き上げ等の処遇改善を求める陳情書 9月19日 採　　択

議案第 61 号
西予市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律に基づく固定資
産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例制定について

9月19日 原案可決

議案第 62 号 西予市給水条例の一部を改正する条例制定について 9月19日 原案可決

議案第 63 号 公有水面埋立てに係る意見の陳述について 9月19日 原案可決

議案第 64 号 令和 4 年度西予市病院事業会計資本金の額の減少について 9月19日 原案可決

議案第 65 号 令和 5 年度西予市一般会計補正予算 ( 第 6 号 ) 9月19日 原案可決

議案第 66 号 令和 5 年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計補正予算 ( 第 1 号 ) 9月19日 原案可決

議案第 67 号 令和 5 年度西予市国民健康保険特別会計補正予算 ( 第 1 号 ) 9月19日 原案可決

議案第 68 号 令和 5 年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第 2 号 ) 9月19日 原案可決

議案第 69 号 令和 5 年度西予市介護保険特別会計補正予算 ( 第 1 号 ) 9月19日 原案可決

議案第 70 号 令和 5 年度西予市下水道事業会計補正予算 ( 第 1 号 ) 9月19日 原案可決

議案第 71 号 西予市生活交通バス条例の一部を改正する条例制定について 9月19日 原案可決

議案第 72 号 令和 5 年度西予市一般会計補正予算 ( 第 7 号 ) 10月3日 原案可決

意見書第 2 号
保育士配置基準の改善及び保育士の賃金水準引き上げ等の処遇改善を求める意見書 ( 案）の提
出について

10月3日 原案可決

表決結果

（○：賛成　×：反対　欠：欠席　除：除斥　棄：棄権）　　　※議長は表決権がありません（可否同数の場合のみ表決権があります）

西予市議会　令和 5 年第 3 回定例会
　【会期：令和5年9月1日～10月3日】

賛否の別れた議案です。
その他の議案については全会一致です。
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委員会審査

委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
よ
り
詳
し
く
担
当
部
署
か
ら
説
明
を
受
け
、
調
査
・
審
査
し
ま
す
。

４
件
の
議
案
を
審
査

Q
　
消
防
団
活
動
に
使
用
す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
、
令
和
５
年
度
か
ら
５
カ
年
か
け
て
方

面
隊
ご
と
に
更
新
し
て
い
く
計
画
、
内
容

は

A
　
令
和
５
年
度
、
要
望
の
あ
っ
た
野
村
方

面
隊
に
４
４
４
個
、
次
に
宇
和
方
面
隊
に

４
４
９
個
と
更
新
し
て
い
き
、
そ
の
後
、

明
浜
方
面
隊
、
城
川
方
面
隊
、
三
瓶
方
面

隊
と
順
に
更
新
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Q
　
生
活
交
通
バ
ス
か
ら
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ

ク
シ
ー
へ
の
移
行
を
希
望
さ
れ
て
い
る
利

用
者
が
い
る
が
、
今
後
、
移
行
し
て
い
く

考
え
は

A
　
希
望
が
あ
る
こ
と
は
、
十
分
理
解
し
て

い
る
が
、
タ
ク
シ
ー
事
業
所
の
減
少
や
、

運
転
手
不
足
と
い
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、

今
後
、
事
業
者
と
も
相
談
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

●
総
務
常
任
委
員
会

Q
　「
西
予
市
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進

に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
固
定
資
産
税
の
特

別
措
置
に
関
す
る
条
例
」
の
対
象
と
な
る

先
進
的
な
事
業
は

A
　
愛
媛
県
が
定
め
て
い
る
計
画
で
は
、
先

進
的
な
事
業
に
設
備
投
資
を
行
お
う
と
す

る
事
業
者
が
対
象
で
、
南
予
地
域
で
は
、

食
品
加
工
関
連
産
業
、
機
械
器
具
関
連
産

業
及
び
生
活
関
連
産
業
の
集
積
を
活
用
し

た
成
長
分
野
に
係
る
事
業
が
対
象
と
な

る
。
ま
た
、
西
予
市
で
は
、
本
条
例
に
よ

る
減
免
の
実
績
は
な
い
。

所
管
事
務
調
査

西
予
市
移
住
定
住

　
　
　
　
　
交
流
セ
ン
タ
ー
を
視
察

　
移
住
相
談
数
は
、
年
々
増
加
し
て
、
令

和
４
年
度
は
１
２
３
件
で
あ
っ
た
。
移
住

者
数
も
近
年
１
０
０
人
を
越
え
、
１
１
２

人
で
あ
っ
た
。

　
移
住
定
住
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
移
住

フ
ェ
ア
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
移
住
定
住

者
の
増
加
に
努
力
し
て
い
る
。
議
会
と
し

て
も
、
移
住
定
住
者
が
増
え
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
き
た
い
。

西予市移住定住交流センターにて
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委員会審査

４
件
の
議
案
を
審
査

Q
　
消
防
団
活
動
に
使
用
す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
、
令
和
５
年
度
か
ら
５
カ
年
か
け
て
方

面
隊
ご
と
に
更
新
し
て
い
く
計
画
、
内
容

は

A
　
令
和
５
年
度
、
要
望
の
あ
っ
た
野
村
方

面
隊
に
４
４
４
個
、
次
に
宇
和
方
面
隊
に

４
４
９
個
と
更
新
し
て
い
き
、
そ
の
後
、

明
浜
方
面
隊
、
城
川
方
面
隊
、
三
瓶
方
面

隊
と
順
に
更
新
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Q
　
生
活
交
通
バ
ス
か
ら
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ

ク
シ
ー
へ
の
移
行
を
希
望
さ
れ
て
い
る
利

用
者
が
い
る
が
、
今
後
、
移
行
し
て
い
く

考
え
は

A
　
希
望
が
あ
る
こ
と
は
、
十
分
理
解
し
て

い
る
が
、
タ
ク
シ
ー
事
業
所
の
減
少
や
、

運
転
手
不
足
と
い
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、

今
後
、
事
業
者
と
も
相
談
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

５
件
の
議
案
と
１
件
の
陳
情
を
審
査

Q
　
若
年
出
産
世
帯
奨
学
金
返
還
支
援
事
業

の
補
助
金
４
０
０
万
円
の
根
拠
は

A
　
令
和
５
年
度
の
出
生
見
込
み
数
は

１
３
６
名
で
、
う
ち
夫
婦
と
も
に
29
歳
以

下
の
世
帯
は
39
世
帯
で
あ
り
、
そ
の
25

パ
ー
セ
ン
ト
を
見
込
ん
で
い
る
。

Q
　
障
害
者
支
援
施
設
野
村
育
成
園
の
改
修

工
事
に
伴
う
負
担
根
拠
は

A
　
平
成
27
年
度
の
「
ひ
ま
わ
り
の
家
」
新

築
時
と
同
様
に
、
市
は
、
県
補
助
金
の
２

分
の
１
、１
億
１
千
万
円
を
計
上
。

●
厚
生
常
任
委
員
会

Q
　
出
産
等
通
院
交
通
費
の
申
請
時
に
お
け

る
交
通
費
の
添
付
資
料
は

A
　
原
則
領
収
書
を
提
出
い
た
だ
く
が
、
領

収
書
が
発
行
で
き
な
い
場
合
は
、
精
算
書

に
て
申
請
で
き
る
。

陳
情
第
２
号

「
保
育
士
配
置
基
準
の
改
善
及
び
賃
金
水

準
引
き
上
げ
等
の
処
遇
改
善
を
求
め
る

陳
情
書
」

採

択

　
本
市
に
お
い
て
も
保
育
所
の
人
員
不
足
な
ど

陳
情
内
容
が
合
致
し
て
い
る
と
の
賛
成
意
見

や
、
す
で
に
国
が
進
め
る
少
子
化
対
策
の
中
で

取
組
が
進
ん
で
い
る
と
の
反
対
意
見
が
出
さ
れ

た
が
、
賛
成
多
数
に
て
採
択
と
な
る
。

所
管
事
務
調
査

市
内
３
施
設
を
視
察

　
パ
ン
を
製
造
す
る
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
有

す
る
地
域
共
生
型
交
流
拠
点
施
設
「
な
ご

み
か
ん
」、
９
月
２
日
、
３
日
の
前
夜
祭

と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
て
１
万
人

の
参
加
者
が
あ
っ
た
「
西
予
ち
ぬ
や
パ
ー

ク
」、
資
源
ゴ
ミ
処
理
を
行
っ
て
い
る
「
野

村
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
。
　

　
野
村
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
10
月

よ
り
、
今
ま
で
埋
め
立
て
ゴ
ミ
に
な
っ
て

い
た
「
そ
の
他
プ
ラ
」
は
資
源
ゴ
ミ
と
し

て
再
生
利
用
さ
れ
る
。

地域共生型交流拠点施設「なごみかん」
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委員会審査

４
件
の
議
案
を
審
査

Q
　
公
有
水
面
埋
立
て
に
係
る
意
見
陳
述
の

内
容
は

A
　
埋
立
て
区
間
の
漁
業
権
は
、
共
同
漁
業

権
の
一
部
消
失
に
つ
い
て
、
愛
媛
県
漁
業

協
同
組
合
明
浜
支
部
に
承
認
を
得
て
い

る
。
埋
立
区
間
の
工
事
期
間
は
令
和
５
年

か
ら
５
カ
年
計
画
で
あ
る
。
取
り
合
わ
せ

区
間
等
に
つ
い
て
は
別
途
期
間
が
必
要
に

な
る
。

Q
　
災
害
復
旧
事
業
の
国
庫
補
助
条
件
は

A
　
災
害
復
旧
事
業
の
補
助
条
件
に
つ
い
て

は
、
事
業
費
が
40
万
円
以
上
で
国
庫
補
助

の
対
象
と
な
る
。
今
回
は
40
万
円
未
満
の

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
小
規
模
災
害
箇
所

を
復
旧
す
る
た
め
市
単
独
事
業
と
し
て
予

算
計
上
を
行
っ
た
。

●
産
業
建
設
常
任
委
員
会Q

　
林
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
（
現
年
度
）

の
委
託
内
容
は

A
　
こ
の
委
託
事
業
は
、
地
す
べ
り
災
害
の

測
量
設
計
で
あ
る
。
路
線
は
林
道
東
津
野

城
川
線
で
あ
り
、
城
川
町
川
津
南
に
あ
る

林
道
安
尾
線
の
合
流
点
に
な
る
場
所
で
あ

る
。

Q
　
農
業
集
落
排
水
事
業
の
内
容
は

A
　
多
田
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設
の
真
空

ポ
ン
プ
は
、
今
ま
で
も
修
繕
を
行
っ
て
き

た
が
今
回
は
、
取
り
替
え
な
け
れ
ば
修
繕

で
き
な
い
よ
う
な
箇
所
で
あ
り
、
取
り
替

え
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

所
管
事
務
調
査

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て

　
委
員
会
に
て
先
進
地
視
察
（
山
梨
県
山

梨
市
、
笛
吹
町
）
を
行
っ
た
結
果
を
基
に

経
済
振
興
課
と
今
年
度
２
回
目
と
な
る
意

見
交
換
を
実
施
し
た
。

　
委
員
会
提
案
の
一
例

〇
新
た
な
返
礼
品
、
高
額
返
礼
品
の
開
拓

〇
定
期
便
の
企
画
検
討

〇
積
極
的
な
情
報
発
信

　
９
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
ふ
る
さ
と
納

税
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
積
極
的
な
取
組

に
よ
り
、
特
産
品
の
販
路
拡
大
及
び
納
税

額
の
増
加
に
期
待
す
る
。

「ふるさとチョイス」で
西予市ランキング１位のモンブラン
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対
応
方
法
と
し
て
は
、
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
が
あ
っ

た
も
の
を
、
行
政
や
関
係
機
関

と
連
携
協
働
し
進
め
て
い
る
。

　
相
談
窓
口
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
西
予
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
年
５
回
全
戸
配
布
し
て
い
る

社
協
広
報
「
お
あ
し
す
」
や
、

社
協
が
支
所
ご
と
に
年
数
回
発

行
し
て
い
る
「
社
協
だ
よ
り
」、

そ
の
ほ
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各

研
修
会
等
に
お
い
て
実
施
し
て

い
る
。

Q
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
高
齢
者
の
権
利
擁
護
の

取
組
は

A
　
権
利
擁
護
事
業
の
実
施
内
容

は
、
高
齢
者
虐
待
防
止
に
関
す

る
広
報
及
び
相
談
支
援
、
困
難

事
例
へ
の
対
応
や
成
年
後
見
制

度
の
啓
発
と
活
用
支
援
の
強
化
、

消
費
者
被
害
の
防
止
活
動
、
社

会
的
弱
者
の
支
援
体
制
の
構
築

と
事
業
関
係
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
的
と
し
た
地
域
ケ
ア
会

議
等
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
の
権
利
擁
護
に

関
す
る
相
談
件
数
は
、
虐
待
案

件
が
22
件
、
成
年
後
見
制
度
利

用
支
援
を
含
む
権
利
擁
護
相
談

件
数
が
47
件
、
成
年
後
見
制
度

市
長
申
立
要
請
件
数
が
５
件
と

な
っ
て
い
る
。

Q
　
現
行
の
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
・

確
認
方
法
の
見
直
し
と
、
各
地

域
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー
で
の

引
き
取
り
は
で
き
な
い
の
か

A
　
現
在
の
捕
獲
・
確
認
方
法
は
、

国
の
要
綱
及
び
捕
獲
確
認
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
西
予
市

版
「
有
害
鳥
獣
捕
獲
現
物
確
認

手
順
書
」
を
策
定
し
、
捕
獲
個

体
の
現
物
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
現
物
確
認
か
ら
書
面

確
認
へ
の
変
更
に
つ
い
て
協
議

し
て
お
り
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
、
地
域
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー

を
含
め
、
確
認
作
業
の
受
け
入

れ
が
で
き
る
よ
う
に
調
整
を

図
っ
て
い
る
。

Q
　
明
浜
柑
橘
加
工
施
設
の
搾
汁

ラ
イ
ン
の
種
類
及
び
能
力
と
、

冷
凍
貯
蔵
施
設
併
設
に
よ
る
年

間
売
上
ま
た
雇
用
体
制
は

A
　
日
量
24
ｔ
の
原
料
を
処
理
で

き
る
イ
ン
ラ
イ
ン
方
式
の
搾
汁

機
器
を
導
入
す
る
。
ま
た
、
冷

凍
施
設
を
併
設
す
る
こ
と
で
、

冷
凍
保
存
し
た
ジ
ュ
ー
ス
の
原

料
を
夏
場
に
解
凍
・
瓶
詰
す
る

こ
と
が
で
き
、
年
間
を
通
し
て

の
雇
用
が
可
能
と
な
る
。
今
後

は
こ
れ
ま
で
の
約
２
倍
と
な
る

1.2
億
円
の
売
上
を
目
標
に
し
て

い
る
。

加藤　美香

一般
質問

宇都宮　俊文

一般
質問

●
一
般
質
問

み
な
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

明浜柑橘加工施設

年５回配布されている社協広報おあしす

一般質問
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一般質問

Q
　
高
齢
者
の
相
談
窓
口
に
つ
い

て

A
　
相
談
窓
口
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
セ
ン
タ
ー
は
市
が
設
置
し
、

西
予
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
て
お
り
、
野
村
に
本
所
を

置
き
西
予
市
全
域
を
担
当
、
宇

和
に
は
支
所
を
置
き
、
明
浜
・

宇
和
・
三
瓶
を
担
当
し
て
い
る
。

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
や
高
齢

者
を
支
え
る
方
の
様
々
な
相
談

を
受
け
、
総
合
的
に
支
援
し
て

い
る
。

Q
　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
メ

リ
ッ
ト
と
今
後
の
方
向
性
は

A
　
自
治
体
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
民
間
経
営
者
の
発
想
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
利

用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上

も
期
待
で
き
る
。

　
今
後
は
、
西
予
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
及
び
個
別
施

設
計
画
に
基
づ
き
、
施
設
の
性

質
に
応
じ
て
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
を
検
討
し
、
費
用
対

効
果
の
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

　
安
定
し
た
運
営
が
で
き
て
い

る
施
設
や
、
採
算
性
の
あ
る
施

設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
目
的

に
応
じ
て
譲
渡
を
含
め
て
協
議

す
る
。

Q
　
西
予
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
目
的
と
計
画
期
間
終

了
時
の
脱
炭
素
化
の
イ
メ
ー
ジ

は

A
　
目
的
と
し
て
は
、
本
市
に
お

け
る
地
域
特
性
や
政
策
上
の
課

題
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
等
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
高
度
化
・

転
換
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
し

た
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
内
の
一
部
事
業
の

実
施
効
果
と
し
て
二
酸
化
炭
素

削
減
量
に
つ
い
て
効
果
検
証
を

行
っ
た
が
、
目
的
が
脱
炭
素
化

に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
な
い

た
め
、
全
て
の
事
業
で
削
減
量

の
検
証
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
計

画
期
間
終
了
時
の
脱
炭
素
化
に

つ
い
て
の
効
果
は
イ
メ
ー
ジ
で

き
て
い
な
い
。

Q
　
部
活
動
の
地
域
移
行
の
課
題

は

A
　
具
体
的
に
は
、
送
迎
負
担
へ

の
対
応
、
困
窮
世
帯
を
は
じ
め

と
す
る
費
用
面
の
負
担
増
へ
の

対
策
、
教
員
で
は
な
く
地
域
の

指
導
者
が
指
導
に
あ
た
る
こ
と

に
つ
い
て
の
不
安
の
解
消
、
既

に
地
域
で
活
動
を
行
っ
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
今
後

の
体
制
を
ど
う
し
て
い
く
か
、

地
域
指
導
者
や
受
入
れ
団
体
を

ど
う
確
保
し
て
い
く
か
な
ど
が

あ
る
。

佐藤　恒夫

一般
質問

二宮　一朗

一般
質問

部活動の様子（宇和中学校）

西予市社会福祉協議会本所（野村町）
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一般質問

Q
　

※

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
に
か
か

る
助
成
は

A
　
現
在
県
内
で
は
西
条
市
、
今

治
市
、
宇
和
島
市
が
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
・
胸
部
補
正
具
な
ど

の
購
入
費
用
を
助
成
し
て
い
る
。

西
予
市
で
は
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ

ア
に
か
か
る
支
援
は
実
施
し
て

い
な
い
が
、
今
後
、
国
や
県
の

対
策
が
進
む
と
思
わ
れ
る
の
で
、

そ
の
動
向
や
県
内
の
動
向
も
踏

ま
え
た
上
で
対
応
し
て
い
く
。

※
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

医
学
的
・
整
容
的
・
心
理
社
会
的
支

援
を
用
い
て
、
外
見
の
変
化
に
起
因

す
る
が
ん
患
者
の
苦
痛
を
軽
減
す
る

ケ
ア
の
こ
と
。

Q
　
が
ん
に
対
す
る
二
次
予
防
は

A
　
国
が
示
す
肺
が
ん
、
大
腸
が

ん
、
胃
が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮

頸
が
ん
検
診
に
加
え
て
前
立
腺

が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
る
。

受
診
率
が
低
迷
し
て
い
る
た
め
、

受
診
率
向
上
を
目
的
と
し
て
、

各
地
域
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー

で
の
実
施
、
ま
た
一
日
で
全
て

受
け
ら
れ
る
総
合
健
診
、
託
児

の
実
施
、
女
性
限
定
の
日
、
土

日
健
診
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
女
性
特
有
の
が
ん
検

診
を
促
進
す
る
た
め
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
は
20
歳
を
対
象
に
、

乳
が
ん
検
診
は
40
歳
を
対
象
に

無
料
で
実
施
し
て
い
る
。

Q
　
地
域
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー

移
行
後
の
現
状
や
問
題
点
、
改

善
策
に
つ
い
て

A
　
始
動
し
て
半
年
が
経
過
し
た

が
新
た
な
取
組
の
た
め
、
ま
だ

ま
だ
手
探
り
の
所
も
あ
る
。
運

用
を
す
る
中
で
市
民
か
ら
の
ご

指
摘
や
ご
提
案
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
地
域
と
と
も
に
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

拠
点
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
問
題
点
や
改
善
点
に
つ
い
て

は
簡
易
的
な
も
の
は
即
時
対
応

し
、
大
き
な
改
革
は
セ
ン
タ
ー

推
進
計
画
の
見
直
し
に
合
わ
せ

て
検
討
を
進
め
る
。

Q
　
交
通
弱
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
助

成
に
つ
い
て

A
　
西
予
市
地
域
公
共
交
通
計
画

で
は
、
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
や

身
近
な
範
囲
に
あ
る
病
院
、
商

店
ま
で
の
移
動
を
負
担
な
く
行

え
る
よ
う
自
家
用
車
の
代
わ
り

と
な
る
移
動
手
段
の
確
保
に
向

け
た
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
タ
ク
シ
ー
助
成
を
公
共
交
通

施
策
と
し
て
導
入
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
が
、
財
源
の
確

保
な
ど
課
題
と
な
る
た
め
、
利

用
者
や
事
業
所
及
び
関
係
課
と

も
協
議
し
て
い
く
。

中村　一雅

一般
質問

宇都宮　久見子

一般
質問

宇和地域づくり活動センター

マンモグラフィー検診車
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Q
　
登
録
者
を
ど
の
よ
う
に
増
や

す
の
か

A
　
現
在
は
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
周
知
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
登
録
者
の
多
い
自
治
体
の

取
組
状
況
を
調
査
研
究
し
、
増

や
す
策
を
検
討
し
、
特
性
を
活

か
し
た
情
報
を
発
信
し
、
魅
力

を
感
じ
て
登
録
し
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
む
。

Q
　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

を
新
設
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う

な
機
能
が
あ
る
の
か

A
　
せ
い
よ
暮
ら
し
の
ア
プ
リ
で

の
ご
み
の
日
を
お
知
ら
せ
す
る

機
能
、
子
育
て
き
ず
な
メ
ー
ル

で
の
情
報
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
中
心
に
配
信
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
休
日
当
番
医
や
、

広
報
せ
い
よ
等
、
日
常
的
に
必

要
な
情
報
が
す
ぐ
に
確
認
で
き

る
。

　
さ
ら
に
、
大
雨
警
報
な
ど
災

害
時
に
お
け
る
情
報
配
信
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
避
難
所
の
情

報
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
、
非
常

時
で
も
素
早
く
情
報
に
到
達
で

き
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

簡
単
に
情
報
を
確
認
で
き
る
よ

う
機
能
を
構
成
し
て
い
る
。

Q
　
三
瓶
地
区
の
津
波
対
策
は

A
　
令
和
５
年
３
月
に
「
西
予
市

事
前
復
興
計
画
」
を
策
定
し
、

そ
の
中
で
「
三
瓶
東
地
区
事
前

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
モ

デ
ル
プ
ラ
ン
と
し
て
策
定
し
た
。

引
き
続
き
三
瓶
東
地
区
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
内
容
を
精
査
す
る

と
と
も
に
、
地
域
か
ら
の
陳
情

書
の
内
容
も
検
討
事
項
に
取
り

入
れ
、
市
民
の
意
向
を
踏
ま
え

て
、
取
り
組
む
事
業
を
抽
出
す

る
計
画
で
あ
る
。

Q
　
地
域
猫
問
題
へ
の
市
の
対
応

は

A
　
地
域
に
よ
っ
て
は
飼
い
主
の

い
な
い
猫
が
急
増
し
て
お
り
、

そ
の
糞
尿
被
害
等
で
生
活
環
境

に
悪
影
響
が
出
て
い
る
。
令
和

３
年
度
か
ら
猫
不
妊
・
去
勢
手

術
補
助
金
交
付
事
業
に
取
り
組

み
、
手
術
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
以
降

も
事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

Q
　
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
へ
の
課
題

と
展
望
は

A
　
展
示
物
の
解
説
が
中
心
で
、

生
徒
た
ち
の
体
験
の
場
が
少
な

い
こ
と
、
教
師
や
児
童
・
生
徒

が
使
用
す
る
統
一
的
な
学
習
資

料
の
作
成
も
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
協
議
会
の
教
育
部
会
や

学
校
教
育
課
と
も
連
携
を
深
め
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

源　正樹

一般
質問

竹﨑　幸仁

一般
質問

事前復興計画・事前復興まちづくり計画・
陳情書

一般質問

西予市公式 LINE

登録はこちらから
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Q
　
三
瓶
地
区
の
津
波
対
策
は

A
　
令
和
５
年
３
月
に
「
西
予
市

事
前
復
興
計
画
」
を
策
定
し
、

そ
の
中
で
「
三
瓶
東
地
区
事
前

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
モ

デ
ル
プ
ラ
ン
と
し
て
策
定
し
た
。

引
き
続
き
三
瓶
東
地
区
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
内
容
を
精
査
す
る

と
と
も
に
、
地
域
か
ら
の
陳
情

書
の
内
容
も
検
討
事
項
に
取
り

入
れ
、
市
民
の
意
向
を
踏
ま
え

て
、
取
り
組
む
事
業
を
抽
出
す

る
計
画
で
あ
る
。

Q
　
地
域
猫
問
題
へ
の
市
の
対
応

は

A
　
地
域
に
よ
っ
て
は
飼
い
主
の

い
な
い
猫
が
急
増
し
て
お
り
、

そ
の
糞
尿
被
害
等
で
生
活
環
境

に
悪
影
響
が
出
て
い
る
。
令
和

３
年
度
か
ら
猫
不
妊
・
去
勢
手

術
補
助
金
交
付
事
業
に
取
り
組

み
、
手
術
費
用
の
一
部
を
助
成

一般質問

Q
　
人
口
減
少
に
よ
る
活
動
セ
ン

タ
ー
で
の
行
政
区
の
見
直
し
は

A
　
各
セ
ン
タ
ー
の
人
口
は
最
も

多
い
セ
ン
タ
ー
で
８
０
４
８
名
、

最
も
少
な
い
セ
ン
タ
ー
で
83
名

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
自
治
会
組
織
の
持
続

性
に
つ
い
て
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

行
政
区
の
在
り
方
は
行
政
が
介

入
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、

将
来
的
に
何
ら
か
の
対
応
を
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

Q
　
少
子
化
が
進
む
中
、
中
学
校

の
統
合
・
再
編
の
時
期
は

A
　
こ
の
10
年
間
で
約
18
パ
ー
セ

ン
ト
の
生
徒
数
が
減
少
し
て
い

る
。
現
時
点
に
お
い
て
は
統
合
・

再
編
の
協
議
・
検
討
に
入
る
の

は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
ま
ま
の

状
況
が
続
く
と
い
ず
れ
統
合
・

再
編
に
つ
い
て
の
協
議
・
検
討

す
る
時
期
が
来
る
こ
と
は
避
け

て
通
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
総
合
的
に
勘
案
し

た
中
で
必
要
と
判
断
し
た
場
合

は
、
適
確
な
時
期
に
協
議
・
検

討
に
入
り
た
い
。

Q
　
指
定
管
理
者
制
度
の
先
進
地

を
視
察
し
た
手
応
え
は

A
　
地
域
医
療
振
興
協
会
が
指
定

管
理
し
て
い
る
４
施
設
を
視
察

し
た
が
、
医
師
に
関
し
て
は
、

地
元
大
学
医
学
部
と
の
関
係
性

が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
同
時
に
、

医
師
確
保
に
つ
い
て
は
十
分
に

期
待
が
持
て
る
。

　
ま
た
、
ど
の
施
設
に
で
も
病

院
管
理
者
が
し
っ
か
り
と
経
営

状
況
を
分
析
さ
れ
て
お
り
、
指

導
力
を
発
揮
さ
れ
て
い
た
。
そ

し
て
、
地
域
の
病
院
と
し
て
各

施
設
が
目
指
す
方
向
性
に
つ
い

て
幹
部
間
で
情
報
共
有
さ
れ
て

い
て
、
そ
れ
を
基
に
職
員
へ
の

研
修
・
教
育
が
実
践
さ
れ
て
お

り
、
職
員
の
患
者
さ
ん
や
訪
問

者
へ
の
対
応
も
的
確
で
あ
っ
た
。

　
更
に
、
全
国
展
開
で
病
院
施

設
の
運
営
を
し
て
い
る
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
医

療
機
器
の
購
入
等
に
関
し
て
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
購
入
委
員
会

を
開
催
し
、
情
報
交
換
、
薬
剤

や
医
療
機
器
の
共
同
購
入
等
で
、

経
費
削
減
が
図
れ
て
い
る
。

酒井　宇之吉

一般
質問

山本　英明

一般
質問

野村病院とつくし苑

市内中学生数の推移
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一般質問・児童公園落成式について

　
西
予
児
童
公
園
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ 

ス
ポ
ン
サ
ー
契
約(

＝
命
名
権

の
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約)

に
つ
い
て
本

市
が
取
り
組
む
『
子
育
て
支
援
』
と

い
う
目
的
に
賛
同
し
て
頂
き
、
株
式

会
社
「
味
の
ち
ぬ
や
」
と
ス
ポ
ン
サ
ー

契
約
を
結
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

・
公
園
の
愛
称
：
西
予
ち
ぬ
や
パ
ー

ク
・
愛
称
の
使
用
期
間
：
令
和
５
年
７

月
１
日
～
令
和
15
年
３
月
31
日

・
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料
：
年
額

55
万
円
（
税
込
み
）

　
９
月
３
日
、
宇
和
町
稲
生
に
待
望

の
大
型
児
童
公
園
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
同
公
園
は
西
予
市
が
子
育
て
世
代

か
ら
の
要
望
に
応
え
整
備
し
た
も
の

で
、
遊
具
は
西
予
市
産
の
木
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
、
木
の
ぬ
く
も
り

に
あ
ふ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
央
の
複
合
遊
具
は
高
さ
７
ｍ
、

幅
お
よ
そ
30
ｍ
で
24
種
類
の
遊
び
の

機
能
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
に
一
段
高
く
な
っ
た
築

山
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
る

と
空
を
飛
ん
で
い
る
よ
う
な
感
覚
も

味
わ
え
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
初
日
は
、
市
内
は
も
と

よ
り
県
内
か
ら
も
多
く
の
家
族
連
れ

が
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ

ぱ
い
な
は
し
ゃ
ぎ
声
が
響
き
渡
っ
て

い
ま
し
た
。

Q
　
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

の
国
の
認
定
後
の
取
組
は

A
　
計
画
期
間
は
令
和
６
年
度
か

ら
令
和
15
年
度
ま
で
の
10
年
間
。

　
中
世
に
つ
い
て
は
、
文
化
財

の
調
査
・
把
握
に
関
す
る
措
置

の
一
環
と
し
て
、
関
連
す
る
遺

跡
の
リ
ス
ト
作
成
や
こ
れ
ま
で

に
採
集
さ
れ
た
資
料
の
調
査
な

ど
、
基
礎
的
な
調
査
に
取
り
組

む
。

Q
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
今
後
の

使
途
は

A
　
令
和
６
年
度
に
は
、
当
市
に

１
億
３
千
万
円
交
付
見
込
み
で
、

令
和
５
年
度
中
に
活
用
に
向
け

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、

令
和
６
年
度
以
降
の
事
業
を
推

進
す
る
。

Q
　
ご
み
集
積
所
か
ら
の
資
源
ご

み
の
持
ち
去
り
対
策
は

A
　
実
態
調
査
は
実
施
し
た
こ
と

は
な
い
。
各
地
区
の
環
境
委
員

に
よ
る
調
査
は
可
能
で
あ
り
、

今
後
検
討
す
る
。

　
資
源
ご
み
の
売
却
は
令
和
４

年
度
約
２
７
９
０
万
円
の
歳
入

で
あ
る
。
持
ち
去
り
を
規
制
す

る
条
例
は
、
県
内
各
市
町
の
45

パ
ー
セ
ン
ト
が
制
定
し
て
い
る

が
、
今
後
の
実
態
調
査
を
踏
ま

え
判
断
す
る
。

中村　敬治

一般
質問

市庁舎裏手の中世、黒瀬城跡（宇和町）

西
予
市
児
童
公
園「
西
予
ち
ぬ
や
パ
ー
ク
」オ
ー
プ
ン
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政務活動費収支報告

令和４年度　政務活動費収支報告
市では、地方自治法に基づき、議員の調査研究に必要な経費の一部として、議員 1 人あたり月額１万

円を前払いで交付しています。（会派の場合、所属議員数に応じて交付）

年度末までに支出残高がある場合は返還します。

●主な支出項目の説明
調 査 研 究 費 議員（会派）が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費

研 修 費 議員（会派）が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費

資 料 作 成 費 議員（会派）が行う活動に必要な資料の作成に要する経費

資 料 購 入 費 議員（会派）が行う活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費

※この他にも、広報費、広聴費、要請・陳情活動費、会議費、人件費、事務所費があります。

●収支一覧表

NO 議　　員　　名 交付額 支出額
支出項目

返還額
調査研究費

要請・陳情
活　動　費

資料作成費 資料購入費

1 和　気　数　男 120,000 16,791 16,791 0 0 0 103,209

2 宇都宮　久見子 120,000 0 0 0 0 0 120,000

3 信　宮　徹　也 120,000 118,141 118,141 0 0 0 1,859

4 宇都宮　俊　文 120,000 0 0 0 0 0 120,000

5 加　藤　美　香 120,000 142,755 142,755 0 0 0 0

6 中　村　一　雅 120,000 0 0 0 0 0 120,000

7 河　野　清　一 120,000 118,141 118,141 0 0 0 1,859

8 佐　藤　恒　夫 120,000 120,841 120,841 0 0 0 0

9 山　本　英　明 120,000 0 0 0 0 0 120,000

10 竹　﨑　幸　仁 120,000 142,755 142,755 0 0 0 0

11 小　玉　忠　重 120,000 101,350 101,350 0 0 0 18,650

12 源　　　正　樹 120,000 19,360 0 0 0 19,360 100,640

13 井　関　陽　一 120,000 142,755 142,755 0 0 0 0

14 中　村　敬　冶 120,000 142,755 142,755 0 0 0 0

15 二　宮　一　朗 120,000 198,539 142,761 55,778 0 0 0

16 兵　頭　　　学 120,000 104,050 104,050 0 0 0 15,950

17 森　川　一　義 120,000 71,979 0 0 0 71,979 48,021

18 酒　井　宇之吉 120,000 118,101 115,141 0 2,960 0 1,899

（単位：円）
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　西予市は西予市民病院・野村病院およびつくし苑の経営改革に

ついて取り組み、３施設の将来的な維持と地域医療を確保するた

め、総務省の支援を受け、経営分析や経営形態の見直し等を検討

している。さらに３施設合同検討会においては、以前からの課題

である西予市民病院への二次救急の集約や指定管理者制度を含め

た経営形態の見直しについて検討しているほか市政懇談会や広報

誌、SNS による市民への情報発信を行っている。

　議会では、この問題に議員全員による特別委員会を立ち上げ、

行政、医療従事者、振興協会、各旧町住民等と意見交換会を行い、

対応をすることにしている。

　私の将来の夢は助産師です。助産師は、母子の

健康を支えていく責任があり、母子の命にもかか

わる重大な仕事です。また、新たな命の誕生を直

接的にサポートできる仕事でもあります。

　助産師という夢を叶えるためには、常に他人を

思いやることや、精神力が必要だと思います。そ

のために今からたくさんの人と交流し臨機応変に

人を思いやり、どんなに辛いことでもすぐには諦

めない精神力を付けていきたいと思います。少し

のことでも積み重ねていくことで、夢に近付ける

ことが出来ると思います。

　将来、夢を叶え多くの命の誕生を支えたいです。

また、感動の瞬間に立ち会うことで命の大切さな

どを学べる人になりたいです。

きかせて！あなたの夢
西予市の中学生が将来の夢を語るコーナーです。

曽
そ が

我 唯
い ず み

澄さん（三瓶中学校３年）

議会レポート ～どうなる？西予市の医療改革～


